








　本書は、1994 年（平成６）に発行した『金

武町乃指定文化財』の改訂版です。

　金武町指定文化財は、1984 年（昭和 59）

に「金武観音寺」が第１号に指定されてから

1994 年（平成６）までに計 15 件の文化財が

指定されました。

　そのうち 1991 年（平成３）に指定された「拝

神場のアコウ」は 1996 年（平成８）に沖縄本

島を通過した台風による自然災害で朽ち倒れた

ことで、2000 年（平成 12）に町指定文化財か

ら解除されることになりました。

　拝神場のアコウが町指定文化財を解除されて

から 21 年後の 2021 年（令和３）に「旧金武村

の忠魂碑」と「旧億首橋」が新たに加わり、町指

定文化財は計 16 件となりました。これら町指

定文化財の他にも、1985 年（昭和 60）に沖縄

県指定有形文化財に指定された「梵鐘（旧天界

禅寺鐘）」や 2021 年（令和３）に国登録有形文

化財となった「當山紀念館」など、貴重な文化

財が町内に所在しています。

　本書では、指定文化財の写真と共に解説には

わかりやすい言葉を選ぶことで幅広い方々に親

しまれるよう配慮いたしました。町民の方々や

教育の場において身近な資料として利用され、

また文化財保護の重要性について理解深める一

助としてご利用いただけることを願います。

　末尾になりましたが、発刊にあたり文化財所

有者の方々、町文化財保護審議委員の方々、関

係各位のみなさまに多大なるご指導ご協力を賜

りましたこと篤くお礼申し上げます。

2022 年（令和４）３月

金武町教育委員会

教育長　比嘉貴一
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真言宗は、約 1200 年前に弘法大師空海（こうぼうたいしくうかい）によって開かれました。「真言」とは大日如来の真実の言葉を意味します。

　金
き  ん  か  ん  の  ん  じ

武観音寺は、1521 ～ 1522 年（正
せ い と く

徳 16 ～嘉
か せ い

靖 1）

の尚
しょうしん

真王の時代に、今の和歌山県から出向して金武の富
　フ ッ ク ヮ

蔵

（現在の福花）の海岸にたどりついた真
し ん ご ん し ゅ う

言宗の高僧日
にっしゅうしょうにん

秀上人

によって創建されたと伝えられています。

　組踊で知られる『久志の若按
あ  じ

司』では、道
み ち ゆ き く ど ぅ ち

行口説の歌詞

に「久
く し ぬ や ま み ち

志の山路  分
わ ち ん ぢ て ぃ

け出でて  行
ゆ け ば ふ ど ぅ な く

けば程なく  金
ち ん ぬ て ぃ ら

武の寺  お

宮
う み や た ち ゆ い

立ち寄り  伏
ふ し を ぅ が み

し拝み  南
な む や く ゎ ん ぬ ん

無や観音  大
だ い ぼ さ つ ぃ

菩薩  慈
じ ふ ぃ ぬ く ど ぅ く や

悲の功徳や  

千
ち ゆ ま つ ぃ に

代松に  急
い す ぢ ふ ぃ ち ゃ わ し

ぎ引合はせ  賜
た  ぼ  り  て  い

れてり…」と観音寺が謡
うた

われて

います。

　また、1853 年（咸
か ん ぽ う

豊 3）にはアメリカのペリー艦隊の乗

組員が観音寺に立ち寄ったという記録があるなど、古くか

ら名の知れた社
し ゃ じ

寺であったことが窺
うかが

えます。

　1934 年（昭和 9）に観音寺は失火によって焼失しました

が、当時の村長池
い け は ら し ん ぞ う

原新蔵氏をはじめ村の人々たちが力を寄

せて 1942 年（昭和 17）に再建されました。

　1945 年（昭和 20）の沖縄戦で多くの社寺が消失したな

か戦火を免
まぬが

れた観音寺は、県下でも数少ない戦前の建築様

式をとどめた木造建築物です。
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うことで心血を注ぎ、棟瓦造りの時には京都に出張して瓦工と共に徹夜で何回も造り直したといわれています。

金武観音寺再建の設計者は、当時沖縄県庁の建築技師新里清昌氏（しんざとせいしょう）が携わったという記録があります。清昌氏は自村のお寺の設計とい

　1942 年（昭和 17）に再建された金武観

音寺の建築様式には、近世社寺の建築手法

が取り入れられています。

　本堂は桁
た け ゆ き

行約 9.0m、梁
は り ま

間約 7.2m あり、

平入りの正面入口は高さ約 2.0m、梁間約

3.6m の流れ造りとなっています。

　屋根は入
い  り  も  や

母屋造で赤瓦を葺き、野
の 　 じ

地には

山
ヤ ン バ ル ダ ケ

原竹が使われています。

　建物の三方には幅約 0.9m の回
か い ろ う

廊を渡

して四隅には「擬
ぎ ほ う し ゅ ち ゅ う

宝珠柱」を立てて、勾
こ う ら ん

欄

（手
て す り

摺）が巡らされています。

　向
こうはい

拝柱は柱頭の上部で「斗
と  き  ょ  う  し  ほ  う  ひ  じ  き

棋四方肘木

組
く み

」となって、柱には錫
しゃくじょう

杖彫を施した「海
え

老
び こ う り ょ う

虹梁」が架けられています。

　頭
かしらぬき

貫の「向
こ う は い こ う りょ う

拝虹梁」両端には「拳
こぶしはな

鼻」の

装飾に渦
うず

や若葉などの彫を施し、虹梁上に

はみごとな「蟇
かえるまた

股」が飾られています。
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ました。

戦後、金武観音寺は解体されアメリカ本国へと移築の計画がありましたが、金武に赴任した米軍人が学者であったことから観音寺は文化財として保護され

写真（上）・写真（左下）は、写真家の山口直樹氏（やまぐちなおき）が撮影した画像を掲載しています。

　金武観音寺には「聖
し ょ う か ん の ん ぼ さ つ

観音菩薩」「阿
あ み だ に ょ

弥陀如

来
らい

」「薬
や く し に ょ ら い

師如来」の三尊と「大
だ い に ち に ょ ら い

日如来」が祀

られています。1942 年（昭和 17）の再建

時に奉
ほうあん

安された仏像であり、沖縄戦では本

島内で唯一戦火を免
まぬが

れた仏像です。

　また、戦後の混乱期に作られたというジュ

ラルミン製の観音像も奉
ほうのう

納されていますが、

制作年代や製作者はわかっていません。
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　金
き ん か ん の ん じ

武観音寺の正門から参道を進むと、どっ

しりとした大きな「フクギの木」があります。

胸
き ょ う こ う ま わ

高周り約 3m、樹
じ ゅ こ う

高約 12m、推
す い て い じ ゅ れ い

定樹齢は

約 350 年以上とも伝えられています。

　フクギは、和名で『福
ふ く き

木』と書き沖縄で

は「フクジィ」や「プクギィ」などといい

ますが、金武では「サバギ」ともいいます。

　フ ィリピン を原産 とする フクギ科 の

常
じょうりょくこうぼく

緑高木で、厚みがある楕
だ え ん

円形の葉は長さ

6 ～ 15cm ほどあり、葉の表面は光
こ う た く

沢があ

ります。5 ～ 6 月にかけてクリーム色の花

を咲かせ、8 ～ 10 月には直径 2cm ほど

の黄色く熟した実がつきます。

　沖縄では、琉球王国時代から紅
び ん が た

型などの

着物につかう鮮やかな黄色の染料をフクギ

の樹皮から抽
ちゅうしゅつ

出していました。樹皮が染料

の材料として育つのには 40 年以上かかる

ともいわれています。

　1934 年（昭和 9）に起きた金武観音寺の

焼失や 1945 年（昭和 20）の沖縄戦など、

度重なる災難を乗り越えてきたフクギでも

あります。
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東京大学総合研究博物館所蔵「扇を持つノロ」の写真は、明治期に徳島県出身の鳥居龍蔵氏（とりいりゅうぞう）が沖縄調査旅行で撮影しました。写真のノ

ロがどこの地域のノロなのかは不明です。

　「ノロ」とは、村の御
ウ タ キ

嶽などにおいて集落祭
さ い し

祀や祈
き が ん

願行事

をおこなう神
し ん じ ょ

女のことをいいます。

　第二尚氏王統 3 代の尚
しょうしん

真王（1477 ～ 1526 年）の時代

に制度化された神女組織で最高神女には「聞
キ コ エ オ オ キ ミ

得大君」を頂

点に「三
ミ  ヒ  ラ

平等」「三
サンジュウサンキミ

十三君」「大
オ  オ  ア  ム

阿母」「ノロ」の階級で厳格

に統制されていました。琉球王府から辞令を受けたノロた

ちには「勾
ま が た ま

玉・水晶玉・神衣裳・簪
かんざし

・大扇
おうぎ

」などの神
し ん ぐ

具と

ノロクモイ地とよばれる「役
え き ち

地」が与えられました。

　金武ノロは三平等の一つ「首
シ ュ リ オ オ ア ム シ ラ レ

里大阿母志礼」の管
か ん か つ

轄に置

かれ、祭祀のほかに王府からの命令や伝達を村人に伝え

る役目もありました。ノロクモイ地は、底
スクムィ

盛原、甘
ア マ キ

喜原、

伊
イ ナ カ

名嘉原、池
イ チ ク ブ

久保原、喜
キ セ ン

瀬武原のほかにも数多くあったと

いいます。また、祭祀や祈願などで使用する神具も与えら

れ、そのうち「勾玉・簪」の神具と古文書が金武ノロに代々

引き継がれて大切に保管されてきました。

　「勾玉」は大小 2 個に水晶玉 93 個とガラス玉 3 個が三

連の環状につながり、「簪」はガラス製と鼈
べ  っ  こ  う

甲製の 2 点が

あります。ガラス製の簪は珍しい神具の一つです。
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トゥムスズ御嶽には、沖縄群島の隆起サンゴ礁石灰岩地帯に分布する植物群落が形成され「トゥムスズ緑地公園」として整備されています。公園内にはア

カギ・リュウキュウハリギリ・ヤブニッケイ・クスノハガシワ・アカメガシワ・クロツグ・トベラなど、多種の自然植物が自生しています。

　トゥムスズ御
ウ タ キ

嶽は、琉球石灰岩が発達した標高約 70m

の丘陵上にある聖域です。1713 年（康
こ う き

煕 52）に琉球王府

が編集した『琉
り ゅ う き ゅ う こ く ゆ ら い き

球国由来記』には「トムツゞイベ 金武村 

神名 シマネドミ」と記された由緒ある御嶽です。

　この御嶽には金武集落の「火
ヒ ヌ カ ン

の神」が祀
まつ

られています。

かつては神聖な場所として神
カミンチュ

人以外の立ち入りが禁じられ

ていました。戦前までは、屋号ユースを中心に近隣の人々

が集まり、毎年旧暦の 1 月 16 日（十
ジ ュ ウ ル ク ニ チ ー

六日祭）に集落の繁栄

と豊作を祈願する「火
ヒ ー マ ー ツ ノ ウ ガ ン

祭の御願」がおこなわれていました。

　また、御嶽がある場所から西側約 200m には金武グス

クがあります。御嶽とグスクを中心に集落内には、ヌガミー

（根
ニ ー ガ ン

神）、ウチガミ（掟
ウッチガミ

神）、フカマー（外間）など集落祭
さ い し

祀に

関わった旧家や、ヌンヌチ（ノロ殿
ド ゥ ン チ

内）、カミサギ（神アサギ）

などの神事をおこなった場所が築かれていました。

　トゥムスズ御嶽がある金武集落の形成は、沖縄の伝統的

な村落と御嶽の成り立ちやグスクとの関係について鑑
かんが

みる

ことができる地域でもあります。
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川児童公園なども整備されました。

1964 年（昭和 39）にウッカガーと鍾乳洞が新沖縄観光名所に選ばれました。現在のウッカガーは、1990 年（平成 2）に改修工事がおこなわれたほか大

　ウッカガー（金武大川）は、並里集落の中央にある共同

湧
ゆ う す い

水です。県下でも有数の水どころとして知られ、1 日に

湧き出る水量は 1,000 トンを超えますが、1978 年（昭和

53）には 1 日に 3,600 トンの湧水量がありました。

　大正初期頃のウッカガーは、三つのガマグチ（琉球石灰岩

の割目）から水が湧き溢
あふ

れ、どこまでが水
み ず く み

汲場なのかはっき

りとしていませんでした。1924 年（大正 13）に昭和天皇

の御成婚紀念事業として、金武・並里の両区が費用 1,600

円（現在の価値で約 167 万円）を負担し、金武では最初の

コンクリート構造物として整備されました。この記念事業

では男女別の水浴場、イモ・野菜洗場、牛馬洗場など用途

別に区切りました。1930 ～ 1931 年頃（昭和 5 ～ 6）の

拡張工事では新しく洗濯場、髪洗場、噴
ふ ん す い

水が設けられました。

　「長命の泉」ともいわれるウッカガーは、生活用水のみな

らず、元旦にはじめて汲む「若
ワ カ ミ ズ

水」、生まれた赤子の「産
イブイズミ

水」、

子供の額につける「水
ミ ン ナ デ

撫」、お産に使用した汚れ物を洗い流

す「カーウリー」など、お祝いの儀礼にも利用されていました。
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　慶武田川（キンタガー）は、並里区の集落から南東の小高

い丘の斜面にある大きな湧
ゆ う す い

水です。夏場でも渇
か っ す い

水すること

がない豊富な水量を有しています。並里区の村踊りで披露

される『長者の大主』のアマエーダー節には「天人 慶武田

原にきて 泉口をみつけ 田んぼをつくる…」とあり、慶武

田川の湧き水を表したのではないかともいわれています。

　昭和初期頃の慶武田川は琉球石灰岩の割れ目から流れ出

るままで、飲料水用の水
みずくみ

汲場を大きな松材で塞ぐように

造り、あふれ出る水は田畑の用水に使われていました。

1935 年頃（昭和 10）には湧き水を有効に利用するため、

現在のコンクリート造りの「ヒージャー（樋川）」に整備さ

れました。

　古くから地域住民は生活用水として飲料水を汲んだほか、

洗濯や芋洗い、田畑にまく種もみを浸
ひた

した場所としても利

用していました。また、男女別の水浴場があり、子どもた

ちにとっては水に親しみ泳ぎを覚える場所でもありました。

　1963 年頃（昭和 38）になると各家庭への上水道が普及

したことで、慶武田川の利用も少なくなりました。
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の範囲を指します。ンダトゥバル（美里原）は、茶川の西側に位置した地域で字金武 64 小字名（原名：ハルナー）の一つです。

ンジュイダカリ（仁牛組）とは、戦時下に国民統制のためにつくられた地域組織（隣組）の名称です。茶川から南西側の地域で、現在の並里 4 区 8 ～ 9 班

　茶川（サーガ）は、福
フックヮ

花原の広い田畑を見渡す場所にあ

るコンクリート造りの囲い込み湧
  ゆ う す い

水（ヒージャー）です。

多
た こ う し つ

孔質な琉球石灰岩をとおり湧き出る水は、金武にある湧

泉のなかでも透明度は高いともいわれています。

　茶川という名称は、金武観音寺を創建した日
にっしゅうしょうにん

秀上人が、

ここから湧く水を飲み「お茶のようにおいしい水である」

ということからサーガと呼ぶようになったという由来があ

ります。

　また、1721 年（康
こ う き

熙 60）に発刊された『中
ち ゅ う ざ ん で ん し ん ろ く

山伝信録』

には「神
カミンチュ

人来りたまいて 富
フ ッ ク ヮ

蔵なる水きよきかな…」とあり、

茶川の清流を書き表した古
こ よ う

謡ともいわれています。

　古くはンジュイダカリ（仁牛組）やンダトゥバル（美里原）

の地域住民の飲料水として茶川を利用していたほか、豊富

に湧く水は「田
た こ し か ん が い

越灌漑」という水管理により、田んぼから

田んぼへと水を送ることで福花原の水田を潤
うるお

してきました。

　1963 年（昭和 38）以降、村々への水道事業の整備がお

こなわれると、生活用水や農業用水として茶川の湧き水が

利用されることはなくなりました。
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　旧
き ゅ う お く く び ば し

億首橋は、1931 年（昭和 6）に建設されたコンクリー

ト造りの『充
じ ゅ う ふ く し き じ ょ う ろ

腹式上路アーチ橋』として、億首川の中程に

架けられていました。

　この旧億首橋は、琉球石灰岩を材料にセメントで固めた

アーチ石（輪
わ い し

石）と、アーチ上の両端にはコンクリートでで

きた側壁、さらに橋の欄
ら ん か ん

干（手
て す り

摺）から構成されていました。

　また、コンクリート側壁の表面には、手で握ったモルタ

ルを投げつけて丸みのある凹凸をもたせて重
じ ゅ う こ う か ん

厚感のあるデ

ザインに仕上げられています。

　橋として供用された期間は短く 1945 年（昭和 20）の沖

縄戦では、北上してくる米軍の進行を妨
さまた

げる目的で旧日本

軍により爆破されたといわれています。現在では爆破され

た橋の一部が形を残し当時の状態で保存されています。

　沖縄戦で爆破された旧億首橋の残存部を計測し、戦前に

撮影された古写真から得られる情報をあわせると、旧億首

橋本体は幅
ふ く い ん

員約 5.0m、長さ約 22m、高さ約 6.5m の大

きさがあったと推定されています。
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旧億首橋に関する資料は少なく、設計した人物についてもわかっていません。

　『充腹式上路アーチ橋』とは、水平な通路

部分を下からアーチリブで支える構造をい

います。旧億首橋もアーチリブを設けて両

端には側壁を付け、なかには礫
れ き ざ い

材や土砂を

充
じゅうてん

填し通路部分が造られています。

　旧億首橋がある付近一帯は歴史的に古く

から交通の要所で、周辺には琉球王府時代

から明治時代の「国
く に が み ほ う と う か い ど う

頭方東海道（宿
ス ク ミ チ

道）」が

あり、大正時代には「村道」が整備されました。

　また、戦後アメリカ統治時代は軍
ぐ ん え い ぜ ん ど う

営繕道

路
ろ

（琉球政府道 13 号）、復帰後には国道

329 号など、各時代における主要な道路が

整備されました。

旧億首橋想定復元図
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紀念道路とは、大正天皇の即位を記念して 1915 年（大正 4）に作られた道路で、幅は約 5m、長さは約 200m もありました。

忠魂碑の石碑は、硬い泥質砂岩を使用し高さは 2m あります。石碑を支える台座は高さ約 2.4m あり、石碑と台座を合わせると総高は約 4.4m あります。

　旧金武村の忠
ち ゅ う こ ん ひ

魂碑は、日露戦争をはじめ満州事変や支那

事変に金武村から出
しゅっせい

征して亡くなった兵士の「忠義の魂」

を顕
けんしょう

彰するため、1936 年（昭和 11）に建
こんりゅう

立されました。

　当時としてはめずらしく石碑を支える台座は丈夫なコン

クリート造りになっています。石碑には「忠魂碑」の三文

字と碑文を揮
き ご う

毫した「陸軍大将鈴
す ず き そ う ろ く

木荘六」の名前が刻まれ、

台座には陸軍を象徴した「星
ほ し

」と海軍を象徴した「錨
いかり

」の

形を組み合わせたレリーフが取り付けられています。

　忠魂碑が建てられた背景には、戦争を大義として、お国

のため天皇陛下のためにと国民の戦
せ ん い こ う よ う

意高揚をうながす目的

がありました。そのため 1945 年（昭和 20）の終戦まで

の間、在
ざ い ご う

郷軍人会などによる招
し ょ う こ ん さ い

魂祭がおこなわれ、軍国主

義のもと人々を戦争へとまきこむ存在でもありました。

　戦前まで忠魂碑から紀念道路までつづく通路がありまし

たが、終戦後に大部分が取り壊されてしまいました。現在、

忠魂碑は雄飛の森のなかでひっそりと戦時体制下の金武村

の様子を今に伝える戦
せ ん せ き

跡となっています。
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に学校建設を決意したのが沖縄海外移民の父『當山久三』でした。

金武小学校がある場所は当時「ウガミ」といって樹々がうっそうと茂り、そこから木の枝一本でも取ると神の祟りがあると恐れられていました。この土地

　金武地区公民館の敷地内には、拝
ヘ ー シ ン バ

神場のアコウと呼ばれ

ていた巨樹がありました。

　アコウは、胸
きょうこうちょっけい

高直径約 1.51m、樹
じ ゅ こ う

高約 13m、推
す い て い じ ゅ れ い

定樹齢

約 80 年と伝えられていました。アコウの樹
じ ゅ か ん

冠は傘状に見

事な広がりをもち、拝神場に繁
し げ

る巨樹として、1991 年（平

成 3）12 月 25 日に金武町天然記念物に指定されましたが、

1996 年（平成 8）9 月 29 日の台風 21 号により幹の中間

部分から倒れてしまいました。

　その後、アコウは全体的に朽
く

ちて再生の兆
きざ

しがみられな

かったため、2000 年（平成 12）5 月 24 日に金武町天然

記念物の指定を解除されました。

　アコウがあった拝神場とは、1897 年（明治 30）に開校

した金武小学校を建設するときに、学校予定地の御
ウ タ キ

嶽原に

散
さ ん ざ い

在していた香
こ う ろ

炉を一つの場所に集めた御嶽をいいます。

　また、香炉のなかには屋号ウガミンニの先祖が唐
とう

旅（現在

の中国への旅）から持ち帰ってきた石を香炉にしたという伝

承もあります。
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旧天界禅寺鐘は、総高 91.0cm・口径 49.3cm の大きさがありますが、撞座の箇所は欠けているため鐘を鳴らすことはできません。

菩提寺とは、先祖代々のお墓や位牌を納めて法要を営むお寺のことをいいます。首里にあった天界寺は第一尚氏の菩提寺でした。

　金
き ん か ん の ん じ

武観音寺に保管されている梵
ぼんしょう

鐘は、第一尚
し ょ う し お う と う

氏王統７代

の尚
しょうとく

徳王（1461 ～ 1469 年）が即位して 6 年目の 1466

年（成
せ い か

化 2）に鋳
ちゅうぞう

造し首里の天
て ん か い じ

界寺に掛けたと記録があり

ます。

　その後、梵鐘は 1713 年（康
こ う き

熙 52）の時点で那覇にある

波上宮の護国寺拝
は い で ん

殿に安置されて、1929 年（昭和 4）以降

は金武観音寺に収められました。

　1945 年（昭和 20）の沖縄戦では金武観音寺から梵鐘が

紛失して行方不明となりましたが、戦後に金武の山中で発

見されました。どのような経緯があって梵鐘が山中に移さ

れていたのか詳しいことはわかっていません。

　はじめに梵鐘が掛けられた天界寺は、琉球史上もっと

も仏教を信仰した第一尚氏王統６代の尚
しょうたいきゅう

泰久王（1454 ～

1460 年）が在位して創建しましたが途中で亡くなり、そ

のあと尚徳王が在位を継いで大宝殿も建立しました。

　琉球王国では「天界寺」のほかに「円
え ん か く じ

覚寺」「天
て ん の う じ

王寺」

が三大寺院に数えられた菩
ぼ だ い じ

提寺でしたが、1945 年（昭和

20）の沖縄戦ではすべてが焼失してしまいました。
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　當
と う や ま き ね ん か ん

山紀念館は、沖縄海外移民の父「當
と う や ま き ゅ う ぞ う

山久三」の偉業を

顕
けんしょう

彰するため、1935 年（昭和 10）に建設されました。建

設には當山久三像建立の余
よ じ ょ う き ん

剰金（寄付金）が使われました。

　鉄筋コンクリート造平屋の建物は、金武出身の建築家

「大
お お し ろ り ゅ う た ろ う

城龍太郎」が設計を手掛けました。この當山紀念館は、

アーチ型の玄関ポーチ、八角形の採
さ い こ う ま ど

光窓、曲線を描く天井

の廻
まわ

り縁
ふち

といった近代的な建築のデザインが採用されてい

ます。また、平天井を支える梁
はり

を屋外に設ける「逆
ぎゃくはり

梁工法」

で建築されているため、室内の天井は高く、広々とした空

間がとられています。

　建築後は移民教育や村会に利用され、終戦後には金武村

役所の臨時庁舎、私立愛泉幼稚園に利用されていました。

　1958 ～ 1974 年（昭和 33 ～ 49）にかけて建物の増築

がおこなわれ、玄関や窓は現代的なアルミ材の建
た て ぐ

具に代わ

りました。その後、2016 年（平成 28）に改
かいしゅう

修工事をおこ

ない、劣化した増築部分を取り壊し、すべての建具は木製

に取り換えられて建築当時の状態に復旧されました。
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當山紀念館は、當山久三の業績や移民に関する資料の展示に使用されています。［開館時間 9：00 ～ 16：30（入場無料）休館日 土・日・祝日・年末年始・慰霊の日］

　大
お お し ろ り ゅ う た ろ う

城龍太郎は 1897 年（明治 30）生ま

れ（屋号マチヤサンジョ）金武町字金武出身

で昭和期の沖縄を代表する建築家です。

　1929 年（昭和 4）に沖縄県庁へ入庁し、

土木課技手として戦前は、當山紀念館、

興
こ う あ

亜会館（金武公会堂）、武
ぶ と く で ん

徳殿（警察武道場）

など、多くの公共施設の建築や設計をおこ

ないました。

　戦後は独立して設計事務所を設立し、移

民会館（那覇市若狭）、波之上宮、琉球政

府立法院議事堂、旧金武村役所など、昭和

の沖縄を象徴する数々の設計も手掛け、

1968 年（昭和 43）には沖縄建築専門学校

を創立するなど沖縄建築界に貢献しました。

　1975 年（昭和 50）に勲
く ん ご と う じ ょ く ん

五等叙勲を受賞

晩年の 1985 年（昭和 60）には金武観音寺

の解体修復工事にも携
たずさ

わり、1992 年（平

成 4）に亡くなりました。享年 95 歳でした。
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飛の森」と呼ばれるようになりました。

當山久三銅像が立つ金武町役場の小高い森は、それまでタカを獲る森ということで「タカティンムイ」と呼ばれていましたが、銅像が建立されてからは「雄

　當山久三銅像は「いざ行
い

かむ  吾
わ れ ら

等の家
いえ

は五
ご だ い し ゅ う

大州」と刻まれた台座の上に立ち、遠

くは太平洋ハワイの方向を指差していると

いわれています。

　この銅像は、金武町字金武出身で元琉球

政府主席の松
ま つ お か せ い ほ

岡政保氏が銅像を建てるため

募金運動を 1929 年（昭和 2）にアメリカ

のロスアンゼルスで開始し、海外同胞をは

じめ村民や県民から多額の寄付金が集まり、

1931 年（昭和 6）に建立されました。

　はじめはアメリカのニューヨーク港湾入

口に立つ「自由の女神」像をイメージして

那覇港に建てる計画でしたが不許可となり、

やむなく銅像は金武に建てられました。

　その後、太平洋戦時下の 1944 年（昭和

19）には金属資源の不足を補
おぎな

うため「金属

回収令」という国策のもと銅像は供
きょうしゅつ

出され

台座だけになっていましたが、1961 年（昭

和 36）に再建立されました。當山久三銅像

再建時にも、ハワイや北米、南米の海外同

胞から多額の寄付金が寄せられました。

　沖縄海外移民の父「當
とうやまきゅうぞう

山久三」は、1868

年（明治元）に金
き ん ま ぎ り な み さ と

武間切並里（現在の金武町

並里区）に生まれました。當山久三は移民問

題に情熱を燃やし、1899 年（明治 32）に

沖縄県からはじめて、ハワイ契約出
で か せ

稼ぎ移

民の送り出しに成功しました。近代化が遅

れていた沖縄の生活向上に努め、多くの沖

縄県人が世界に飛躍する基盤を築きました。

　1909 年（明治 42）に沖縄県議員選挙に

最高得票で当選し、将来を嘱
しょくぼう

望されていま

したが病には勝てず、その翌年の 1910 年

（明治 43）に 43 歳という若さで他界しま

した。
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　ナコオガーのイズミ（名古川の泉）は、中川区の集落内に

あります。こんもりとした土手を掘り下げて地下水が湧き

出た共同井
せ い せ ん

泉（井戸）です。

　この井泉は地域住民の飲料水として利用されていたほか、

元旦の早朝にはじめて汲む「若
ワ カ ミ ズ

水」や生まれた子供の産
う ぶ ゆ

湯や

ひたいにつける水
ミ ン ナ デ

撫など「産
ウ ブ ミ ズ

水」としても使われていました。

　井泉から下方向には、野菜やイモの洗い場に農具や牛馬

の洗い場などもありました。また、近くに住む子供たちの

遊び場として人々の生活にかけがえのない水をあたえてき

ました。

　琉球王府時代には、この井泉から近くに『国
く に が み ほ う と う か い ど う

頭方東海道』

とよばれる「宿
ス ク ミ チ

道」が通っていました。この宿道は現在で

いう「国道」にあたり、王府からの役人や旅人が手足を洗い、

疲れを癒
いや

したほか、のどの渇きも潤
うるお

したところでもあった

と伝えられています。

　1962 年（昭和 37）に各家庭へと上水道が整備され、地

域に安定した水が供給されたことで、ナコオガーのイズミ

を生活用水として利用することはなくなりました。
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伊芸のがじまるがある公園には、神サギ（神アサギ）を模した構築物がありますが、現在は集落祭祀などはおこなわれていません。

　伊芸のがじまるは、集落のほぼ中央で生育するクワ科の

熟成木で「風
フ ン シ ー

水ガジマル」とも呼ばれています。胸
きょうこうまわ

高周り

約 4m、樹
じ ゅ こ う

高約 11m、推
す い て い じ ゅ れ い

定樹齢は約 300 年とも伝えられ

ています。がじまるの青々と茂った葉や幹から大きく発達

した気根の力強さには堂々たる風格があり、集落のシンボ

ルになっています。

　かつて、がじまるがある広場には集落祭
さ い し

祀をおこなう神

サギ（神アサギ）がありました。戦前までは五月のウマチー、

六月のアブシバレー、八月の旧盆には村のノロが五
ご こ く ほ う じ ょ う

穀豊穣

の御
ウ ガ ン

願をおこない村の人々にノロが作った御
お  み  き

神酒を分け与

えていたといいます。また、1984 年（昭和 59）まで旧伊

芸区事務所があり、村芝居や綱引きなどの集落の年中行事

をおこなった重要な場所でもありました。

　2005 年（平成 17）には、『沖縄の名木百選』に認定さ

れました。名木として選ばれた理由に「その毅
き ぜ ん

然と立つ姿

や地域の多くの出来事を見守り続け、人々に語らいの場を

提供している」ことなどがあげられました。
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　南
フェー

ヌ島
シマ

は、古くから伊芸の村芝居などで演じられてきた

民俗芸能です。伊芸には恩納村名嘉真から伝わったともい

われていますが「すんじなりたや」からはじまる歌詞などは、

那覇市安里や名護市辺野古の南ヌ島に類似しています。

　また、1906 年（明治 39）生まれの安富祖岩
が ん じ ゅ

寿氏による

と「私の祖父の時代に伊芸に伝わった」と語っています。

　南ヌ島の踊りは、打
う ち か

掛け衣装で顔をおおう赤毛のかつら

をかぶります。踊りの流れは「ハウー」のかけ声とともに

長さ約 1.8m の六
ろ く し ゃ く ぼ う

尺棒を持った 4 人の棒踊りからはじまり

ます。代わって長さ約 0.9m の三
さんしゃくぼう

尺棒を持った 4 人による

棒踊りが披露されます。次に「ハーイーヤ」の囃
は や し

子で意味

不明な歌詞を歌いながら 8 人で空手踊りの「ジーノー」を

はじめ、最後は 2 人一組になって互いの腰を抱きながら廻
ま わ

る「サールゲー」で退場します。

　1989 年（平成元）には、伊芸区の有志による「南ヌ島芸

能保存会」を結成して継承と保存に努め、毎年旧暦の 8 月

15 日におこなわれる伊芸区観月祭で披露されています。
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ヨリブサノ御嶽は、2009 年（平成 21）に復元整備されて現在のかたちになりました。

　ヨリブサノ御
ウ タ キ

嶽は、屋嘉区の集落から東の方に離れた

前
メ ー ブ ク

袋原の小高い丘の上にあります。古くからある神聖な場

所として屋嘉区では「東
アガリ

御嶽」と呼ばれています。

　御嶽は、集落の発生と深く関りがあり、1646 年（順
じ ゅ ん ち

治

3）に作成された『絵
え ず ご う そ ん ち ょ う

図郷村帳』の史料には「屋
ヤ  ガ

賀村」の

村名がみられます。この屋賀村は 1674 年頃（康
こ う き

煕 13）に

「前
メ ー ダ

田村」と合併する以前の村名といわれており、地元では

御嶽周辺を「上
ウ ィ ー ヌ シ マ

ヌ島」とよび、村を守っていた御嶽として

伝承されています。

　また、1713 年（康
こ  う  き

煕 52）に琉球王府が編集した『琉
りゅうきゅう

球

国
こ く ゆ ら い き

由来記』には「屋賀村のヨリブサノ御嶽、神名はアコウ

ヅカサノ御イベ」と記され、御嶽での祭
さ い し

祀は伊芸ノロがお

こなっていました。

　この御嶽には集落の「火
ヒ  ヌ  カ  ン

の神」が祀
ま つ

られ、1972 年（昭

和 47）に 4 代目伊芸ノロ・上江洲カナ氏の死後はノロによ

る神事もなくなりました。現在では、神
カミンチュ

人と屋嘉区事務所

がノロに代わり、東御嶽で集落の繁栄と豊年を祈願してい

ます。
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底森御嶽は、2009 年（平成 21）に復元整備されて現在のかたちになりました。

　底森御
ウ タ キ

嶽は、屋嘉区の集落から北の方に位置した前
メ ー ダ

田原

の小高い丘の中腹にあります。地元では「西
イ リ

御嶽」と呼び、

屋嘉区にあるもう一つの御嶽（ヨリブサノ御嶽）と相対的な

関係にあります。

　1646 年頃（順
じ ゅ ん ち

治 3）に作成された『絵
え ず ご う そ ん ち ょ う

図郷村帳』の史料

には「前
メ ー ダ

田村」の村名がみられます。この前田村は 1674

年頃（康
こ う き

煕 13）に「屋
ヤ  ガ

賀村」と合併する以前の村名といわ

れていますが史料には「無
こ れ な し

之」という注記があり、当時は

すでに前田村が存在していなかったことがわかります。

　また、1713 年（康
こ う き

煕 52）に琉球王府が編集した『琉
りゅうきゅう

球

国
こ  く  ゆ  ら  い  き

由来記』には「屋賀村の底森、神名はコバヅカサノ御イベ」

と記されるほど由緒ある御嶽です。

　この御嶽には集落の「火の神」が祀
ま つ

られ、古くは伊芸ノ

ロと根
ニ ッ チ ュ

人が集落祭
さ い し

祀をおこなっていました。現在ではノロ

はいなくなり、神
カミンチュ

人と屋嘉区事務所が集落の繁栄と豊年を

祈願しています。
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　屋嘉区のほぼ中央には、ウフカーと呼ばれる集落発祥と

大きくかかわる大井戸があります。

　屋嘉の伝承では、1646 年頃（順
じ ゅ ん ち

治 3）に屋
ヤ  ガ

賀村と前
メ ー ダ

田村

が合併して誕生したのが屋嘉村（現在の屋嘉区）といわれ、

底森御嶽（西
イ リ ウ タ キ

御嶽）の麓の自然湧
ゆ う せ ん

泉を取り囲むように移り住

みました。その湧泉が後のウフカーとなって集落では「ム

ラガー」として使用していました。

　集落祭
さ い し

祀との関りも深い神聖な井戸でもあり、たとえば

正月元旦に汲む「若
ワ カ ミ ジ

水」、生まれた赤子の体を清める産湯や

赤子の額に水撫をした「産
ウ ブ ミ ジ

水」の儀礼のほか、葬儀で棺
か ん お け

桶に

入れる前の遺体を洗い清める「湯
ゆ か ん

灌」にも使われていました。

　1945 年（昭和 20）の沖縄戦では、屋嘉集落に日本軍捕

虜収容所が設営されウフカーも地中へと埋められました。

1947 年（昭和 22）にようやく、屋嘉の人々が集落に帰る

ことを許されてから井戸を掘りおこして修復されました。

　現在でも井戸の底から水が湧き出ていますが、人々の生

活様式も変わりウフカーの水が使われることはなくなりま

した。



31

屋嘉の芸能衣裳は、国際服飾学会および沖縄民俗学会会員で琉球服飾研究家の「植木ちか子氏」によって 1991 年（平成 3）に予備調査と衣裳の整理をお

こない、資料番号と衣裳の名称が付されました。その後、植木ちか子氏をはじめ、紅型、織物の専門家による悉皆総合調査がおこなわれたほか、トヨタ財

団研究助成による総合再調査もおこなわれました。なお、織物の考証には沖縄県立芸術大学の「多和田淑子教授」のご教示を参考にしています。

　屋嘉の芸能衣
い し ょ う

裳は、1945 年（昭和 20）

の沖縄戦がはじまる前まで屋嘉村の村
ム ラ ア シ

遊び

で着用していた古衣裳です。

　この衣裳は、1879 年頃（明治 12）に首

里の御
ウ ド ゥ ン

殿で御
ウ カ ン シ ン ウ ド ゥ イ

冠船踊の衣裳が払い下げられ

ると聞いた村の有志が競売で入手したもの

とされ、村では「御冠船衣裳」として大切

に用いられました。

　旧暦の 7 月 7 日には村の青年たちが衣

裳の虫干しをおこない、8 月 15 日の村遊

びでは「花売りの縁」「本
ム ト ゥ ブ ウ フ ヌ シ

部大主」「万
マ ン ザ イ

歳敵
ティチ

討
ウ チ

」などの組踊に着用していました。

　沖縄戦では、伊藝百助氏（屋号カードー）

らの親族数人で衣裳を手分けして持ち出し、

渡
ト ゥ ッ ピ ナ

久比那原のサクガマ防空壕や恩納岳の山

中へと避難しました。米軍の上陸後は、焼

け残っていた瓦家の前田家（屋号カナーメー

ダ）に移して衣裳を箱に納めていました。

　戦後まもなくこれらの衣裳は、石川の避

難民の手に渡り裁
さ い だ ん

断されるところでしたが、

偶然にも屋嘉村の人が目撃していました。

そのことを聞いた伊藝浦助氏（屋号クシイラ

ブ小）が石川に行き衣裳を返還してもらい持

ち帰ったといいます。

　明治の時代に芸能衣裳を入手してから

1950 年頃（昭和 25）までカードーの家宅

で保管されていましたが、その後は村での

管理を依頼したと百助氏の娘の伊藤ミネ氏

は語っています。

　屋嘉の芸能衣裳のなかには、琉球王府時

代に士族階級だけに着用が許された冬用毛

織物の一種で「　子」と称される貴重な

広
ひ ろ そ で

袖もありました。現在、衣裳は金武町立

図書館で大切に保管されています。

ば ー つ
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本書に掲載する屋嘉の芸能衣裳の名称は、1991 年（平成３）に植木ちか子氏等が予備調査で付された資料番号と衣裳の名称を参考にしています。

屋嘉の芸能衣裳 No.1 ／ No.2 は縮尺 18 分の１に編集し、図の寸法単位はセンチメートルで掲載しています。
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屋嘉の芸能衣裳 No.3-1 ／ No.3-2 は、縮尺 18 分の１に編集し、図の寸法単位はセンチメートルで掲載しています。

沖縄県立博物館・美術館所蔵「琉球人舞楽絵巻」
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屋嘉の芸能衣裳 No.4 ／ No.5 は、縮尺 18 分の１に編集し、図の寸法単位はセンチメートルで掲載しています。
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屋嘉の芸能衣裳 No.6 は縮尺 18 分の１、No.7 は縮尺 14 分の１に編集し、図の寸法単位はセンチメートルで掲載しています。
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屋嘉の芸能衣裳 No.8 ／ No.9 は、縮尺 10 分の１に編集し、図の寸法単位はセンチメートルで掲載しています。



37

屋嘉の芸能衣裳 No.10 ／ No.11 は、縮尺 10 分の１に編集し、図の寸法単位はセンチメートルで掲載しています。
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屋嘉の芸能衣裳 No.12 ／ No.13 は、縮尺 18 分の１に編集し、図の寸法単位はセンチメートルで掲載しています。　
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屋嘉の芸能衣裳 No.14-1 ／ No.14-2 は、縮尺 18 分の１、No.15-1 ／ No.15-2 は縮尺 25 分の 1 に編集し、図の寸法単位はセンチメートルで掲載

しています。
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屋嘉の芸能衣裳 No.16 ／ No.17 は、縮尺 14 分の１に編集し、図の寸法単位はセンチメートルで掲載しています。
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　町指定文
ぶ ん か ざ い

化財は、いずれも金武町の歴史に培
つちか

われてきた貴重な文化財であり、町民の生活

や風習との関わりをもち、地域（部落）の推
す い い

移を知る上で欠くことのできない文化遺産です。

　町民の郷土に対する認識を高め、文化の向上と将来への継
けいしょう

承に資
し

することを目的に、その保

存と活用を図っています。



42『古琉球』とは、琉球の古代をひろくとらえようとする沖縄文学研究を中心とした一つの時代区分の呼称です。

『グスク時代』とは、沖縄本島を中心に奄美から与那国までの琉球文化圏。按司（あじ）などが出現し、各地で様々な城（グスク）が築かれた時代を指します。

『先史時代』とは、考古学における時代区分の一つ。文献記録が存在する以前の時代を指し、日本では主に「旧石器時代」から「弥生時代」を指します。

先史時代

　金武町では、これまで 30 余りの埋
ま い ぞ う ぶ ん か ざ い

蔵文化財

が確認されています。

　本町で発見された最古の資料は億首川河口付

近の西
イ リ サ チ ジ ャ バ ル

先謝原遺
い ぶ つ さ ん ぷ ち

物散布地で採集された縄文時

代前期（沖縄貝塚時代前期：約 5,000 年前）の

条
じ ょ う こ ん も ん

痕文系土器があります。また、億首川下流周

辺には、飛
ヒ ル ギ ダ バ ル

留喜田原Ａ遺跡や頭
ス ル ジ バ ル

呂地原遺物散布

地など、縄文時代後・晩期（沖縄貝塚時代前・

中期）、弥生～平安並行時代（沖縄貝塚時代後

期）、グスク時代初期など各時期所産の遺物が

確認されています。

　2021 年（令和 3）には、並里区で町道整備工

事の際に縄文時代後期から晩期（沖縄貝塚時代

前期：約 3,500 年前～中期：約 2,500 年前）

の「伊
い  は

波式土器」「荻
お ぎ ど う

堂式土器」「大
お お や ま

山式土器」

「室
む ろ か わ

川式土器」と呼ばれる土器類が出土しまし

た。また、石斧や磨製石器といった石器類のほ

か、食料として食べたとみられる動物の骨、魚

の骨、貝殻といった遺物（植
しょ くも つざ んさ

物残渣）も多く出土

しました。この遺跡は発見された土地の名称か

ら『美
ミ サ ト バ ル

里原遺跡』と名付けられました。

グスク時代・古琉球

　10～11世紀頃の沖縄貝塚時代後期（終末期）

の沖縄島の人々は、漁
ぎ ょ ろ う

撈採集を中心とした食糧

生産獲得経済から農耕の本格的開始による食糧

生産経済に移行しました。

　本町でも、資源供給地であるサンゴ礁環境に

近い海岸線付近から離れて、未開拓地の内陸部

に生活営為の拠点を移したと考えられています。

　金武区にある金武鍾乳洞遺跡からは、グスク

時代初期の土器や中国産陶
と  う  じ  き

磁器などが採集され

ました。また、町内にあるほかの遺跡や遺物散

布地でも、中国産輸入陶磁器や奄美群島徳之島

で作られていたカムィヤキ、滑
か っ せ き

石製石鍋といっ

たグスク時代でも比較的古手の船
せ ん さ い

載容器類（船

に積んで運ばれた物）が採取されました。

　13 ～ 14 世紀頃になると沖縄島各地に有力

支配者が登場し大型城
じょうさい

塞のグスクが築かれるよ

うになりました。本町でも内陸部の開発や集落、
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支配者の出現があったものと思われます。この

時期に金武グスクでの按司の居住は未確認では

ありますが『おもろさうし』に「きんのよのぬ

し（金武の世の主）」の名が登場します。

　「金武」の地名がいつ発生したのかさだかでは

ないが、現在確認できる文献では“玉
たまうどぅんひぶん

陵碑文”

（1501 年）に尚
しょうしん

真王第六男の尚享
きょうじん

仁が「きん

のあんし」と記され、この時点で金武間
ま ぎ り

切が創

設されていたと考えられています。また、恩納

ノロ辞
じ れ い し ょ

令書（1584 年）には「きんまきり（金

武間切）」の記載もあり、当時の金武間切は現

在の恩納村名嘉真以北から名護市久志・辺野古

までを含む広範囲の領域でした。（図 1. 上段）

近世琉球

　1609 年に島津氏（薩摩藩）の琉球侵攻後に

は『地
じ と う

頭制』と呼ばれる地方行政制度が創設さ

れました。

　間切全体を所領する立場の「両総地頭」と、

間切内村を領する「脇地頭」は首里や那覇に居

住し、王府が各間切と島の基本的な統治を担う

一方で、間切行政は間切と村の役人によってお

こなわれました。また、島津侵攻後に「間切・

シマ制度」は「間切・村制度」に改編されました。

行政区分としての「シマ」は「村」（現在の字に

相当）に変化していきました。

　1646 年に成立した『絵
え ず ご う そ ん ち ょ う

図郷村帳』に記され

た金武間切には、金武村・いげ村・屋
ヤ ガ

賀村・か

んな村・そうけ村・ぎのざ村・こちや村・おん

な村・せらかち村・あふそ村・中間村・くし村・

へのき村で構成されています。また、現在伝わ

る村名以外に、つぶた村・平田村・前田村・は

ま村の村名も登場します。これらの村は現在の

並里区・伊芸区・屋嘉区にかつて存在していた

村であるが“当時無
こ れ な し

之”と注記があり、文献成

立時にはすでに廃村となっていたか、又は隣接

する村と合併していたものと考えられています。

　17 世紀半頃になると間切分割とよばれる行

政区画が再編され、1673 年には恩納間切と久

志間切が新設されました。これにともない金武

間切の恩納・瀬良垣・安富祖・名嘉真の四村が

図 ２ . 金武における部落の変遷図 1 ．金武間切域の範囲変遷
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「旧慣制度」とは、廃藩置県後に急激な社会変化を避け、土地制度・租税制度・地方制度など、従来のやり方を維持した制度（琉球王府の慣習）のことをいいます。

「杣山制度」とは、王府時代の山林の形態で間切や島・村が王府による技術的指導のもと、山林を保護・育成し、無許可の伐採には取締りを行っていました。

恩納間切に、久志と辺野古の二村が久志間切に

編入され金武間切の領域は縮小しました。（図

1. 下段）

　18 世紀前半には首里王府役人の蔡
さ い お ん

温（1682

～ 1761 年）によって確立した「杣
そ ま や ま

山制度」は、

本町の歴史において重要な制度になりました。

金武間切における杣山面積は本島北部でも有数

の規模があり、王府からの令達による管理体制

のもと、村々の人たちは役人による指導のもと、

山
やまようじょう

養生（造林撫
ぶ い く

育）の仕事に携
たずさ

わりました。

　杣山から切り出された薪
し ん た ん

炭材等の林産物は山

原船で運ばれて本島中南部の泡瀬や与那原など

で売られ、1950 ～ 1960 年代のエネルギー

革命まで林産物は農産物と並び人々の重要な収

入源でもありました。

近代琉球

　1879 年（明治 12）の琉球処分により沖縄県

が設置されたが、琉球王国時代の「旧
きゅうかん

慣制度」

はそのまま継続していました。1881 年（明治

14）には、県令２代目にあたる「上
う え す ぎ も ち の り

杉茂憲」が

沖縄島巡回の際に屋嘉と伊芸を経由し、金武間

切番
ば ん じ ょ

所に宿泊して億首川を渡り、北上していき

ました。

　1897 年（明治 30）には「沖縄県間切島官
か ん り

吏

規程」、翌年には「沖縄県間切島規程」で間切の

行政制度や人事制度が改革されました。1899

年（明治 32）には、土地整理法の施行により地

割制が廃止され土地が私有財産化になったこと

で土地を売却し、海外移民として渡航する人々

もいました。1899 年（明治 32）には、本町並

里区出身の當山久三（1868 ～ 1910 年）が沖

縄海外移民の先駆となる第 1 回ハワイ移民の送

り出しに成功し、以後金武村は県下有数の移民

村として栄えました。

　1908 年（明治 41）には、沖縄県及島
と う し ょ

嶼町村

制によって旧慣制度は廃止され金武間切は金武

村となり間切域内の各村は字に再編成されまし

た。1938 年（昭和 13）には、県営開
か い こ ん

墾事業が

開始され、中川に新集落を形成し、村当局は「中

川区」として新設しました。
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沖縄戦～現代

　1945 年（昭和 20）の沖縄戦では米軍の進行

により、金武村にも戦争の影響がみえはじめて

きました。

　金武村を占領した米軍は、金武・並里集落北

側の広大な農地に「金武飛行場」を建設し、ほ

とんどの家屋が破壊され、屋嘉には沖縄最大規

模の日本軍捕虜を収容した屋
や か ほ り ょ し ゅ う よ う じ ょ

嘉捕虜収容所が置

かれました。本島北部の東海岸地域には民間人

収容所が集中的に置かれ、人口が急増した旧金

武村東部の四字（漢那・宜野座・惣慶・松田）は、

終戦の翌年、1946 年（昭和 21）に宜野座村と

して分村されました。また、戦前は並里区に帰

属していた源原集落もこの年に中川区に編入さ

れました。

　1947 年（昭和 22）、米軍は旧金武飛行場周

辺で射
しゃげきえんしゅう

撃演習を開始し、1957 年（昭和 32）に

は飛行場跡地に兵舎（キャンプ・ハンセン）が建

設され、海兵隊の移駐が開始されました。ギン

バル訓練場、ブルービーチ訓練場、レッドビー

チ訓練場もこの時期に建設されました。

　これら米軍基地の総面積は約 2,109ha（返還

されたギンバル訓練場は含まない）あり、町面

積の 55.7％を占め（令和 2 年 3 月末現在）、町

土利用を大きく制約しています。基地建設には

多くの村民が軍作業（基地建設工事）に従事する

ようになり他地域からの人口流入も進みました。

　純農村地域であった金武村の産業構造は一変

し、1960 年（昭和 35）前半になると第一ゲー

ト前を中心に歓
か ん ら く が い

楽街が広がり、米兵を相手に営

業を認められた「A サイン」許可証を掲げた飲食

店が建ち並ぶ「新
し ん か い ち

開地」が形成され賑
にぎ

わいました。

　その後、基地関連産業の活
かっきょう

況や産業基盤の整

備が進み、1980 年（昭和 55）に町制が施工

されたことで金武村から「金武町」になりまし

た。また、現在も金武町随一の繁
は ん か が い

華街として栄

える新開地は異国の雰囲気を出し独特な世界が

広がり、県内外から多くの人たちが訪
おとず

れる観光

スポットとしても賑わいをみせています。
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た沖縄県立芸術大学 ( 渡名喜はるみ教授・工芸専修染研究室 )、 前田びんがた工房（前田直美）の協力を得て、 屋嘉の芸能衣裳 17 点のうち 2 点を再現する

2020 年（令和 2 年度） 金武町ふるさと創生事業の助成金交付を受けて、 金武町指定文化財「屋嘉の芸能衣裳」の調査および製作工程再現から携わってき

ことができました。再現された芸能衣裳 № 4 ／№ 5 は、縮尺 18 分の 1 に編集して掲載しています。

　屋嘉の芸能衣裳 No.4 は、枝
しだれざくら

垂桜の柄

と水色の霞
かすみ

模様が特徴な衣裳です。

　科学調査の結果、染料として臙
え ん じ

脂が使

われていることが判明しました。

　再現製作では、生地全体を臙脂で鮮や

かな桃色に染め、かつての色彩をよみがえ

らせました。

　紅型の技法に関しては、ステンシルを用

いて花の図柄をところどころちりばめたり、

筆で線を直接書き込むなど、自由で大胆な

技法がとり入れられています。

　屋嘉の芸能衣裳 No.5 は、赤と青に染

め分けられた大胆な霞模様に、枝垂桜、菖
しょう

蒲
ぶ

、鳥などの柄が特徴です。

　これまで典型的な紅型には「金
き ん ぱ く

箔」はな

いとされていましたが、科学分析をおこなっ

た結果、染織後に施された装
そうしょく

飾の素材が

金箔であることが確認されたました。

　図柄などの構成から『伝統的な紅型』の

イメージをくつがえす貴重な資料になりま

した。また、原資料の素材は木綿ですが、

舞台衣裳として着用することも考慮し、再

現衣裳は絹で製作されました。
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